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１） はじめに

２） 小売業者等のカットフルーツ販売動向

３） カットフルーツ原料果物の状況

４） 小売業者等の国産果物使用意向

５） まとめ
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 果物の消費は横ばい傾向で推移
-我が国の生鮮果物消費は減少、加工品

の購入数量が増加傾向
-若者を中心に摂取量は目標量に達していない

 果物需要の掘り起こしが重要
-個食化・簡便化の進展、単身世帯・共働き世帯の増加
-若年層は果物加工品の購入比率が高い

従来調査における「果物加工品」とは、ジュース、ジャム等

の比率が高い。比較的新しい需要形態であるカットフルーツの
販売・消費に係る現状と、小売業者等のニーズを整理
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（（公財）中央果実協会アンケート調査、2012）



 時期：2014年6月～2015年5月
 調査方法：聞き取り調査

 調査先：

- 量販店４社、百貨店1社、果物専門店1社、コンビニ

エンスストア1社
- カットフルーツメーカー3社
- カットりんごメーカー4社、カットりんご販売業者1社
- りんご農家1件
- 業界団体３団体、研究機関３機関、青森県庁
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 カットフルーツ販売量は徐々に増える傾向

- ７５．５％の業者が、カットフルーツの販売量は

２～３年前より増加と回答

- 一部の小売業者を除き、５年前と同等もしくは

増加傾向と回答

- メーカーの中には製造量拡大の意向も
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（農林水産省統計部調査、2014）

表１ ５年前のカットフルーツ取扱量を100とした時の現在の取扱量

A社 B社 C社 D社 E社 F社 G社※

(量販店) (量販店) (量販店) (量販店) (百貨店)
(果実

専門店)
(コンビニエ
ンスストア)

95 200 100 200以上 150 500 300

※ G社は5年前に取扱いがなかったため、３年前との比較



 カットフルーツの加工・仕入れ方法は２とおり

（１）小売店舗バックヤードでの加工
- カット後時間を経ないので鮮度が良い

- コスト（人件費等）が高い

- 店舗内での果物の

需給調整に資する

（２）メーカーによる

工場加工
- 品揃えの確保
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図１ カットフルーツの仕入れ（または加工）方法
（農林水産省統計部調査、2014）



 カットフルーツメーカーでよく使用される品目は
輸入果物の割合が高い

 国産原料としてはりんご

の使用量が多い
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パイナップル
73.6%図２ カットフルーツメーカーにおける

カットフルーツ原料の主な品目 （農
畜産業振興機構調査、2013）

キウイフルーツ６．１%

りんご ３．６%

オレンジ ５．７%

グレープフルーツ９．０%



 カットフルーツ原料の国産比率

- 数％～30％と企業により差異

- 企業背景（カットフルーツ製造・販売への参入経緯）

も国産比率に関与する１つの要因
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A社 B社 C社※ D社※ H社 I社 J社
20% 30% 20% 10％未満 6% 20% 9%

量販店 カットフルーツメーカー

表２ カットフルーツ原料の国産比率

※ C社及びD社は果実的野菜であるスイカ、メロンを除いた数値



 カットフルーツへの国産果物使用意向

- 51％の業者が国産果物を利用したカットフルーツ

のみを扱いたい、もしくは取扱いを増やしたいとい

う意向

 カットフルーツにおける国産果物の優位性
- 安全・安心についての信頼感

- 国産果物のプレミアム感、商品の差別化戦略

- 季節感（旬）をアピール可能
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（農林水産省統計部調査、2014）

（詳細は、次頁表３）
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業種 企業 国産果実使用の利点や取扱い意向

A社
外国産の品目に代替する国産品があるかは不明だが、消費者の国産志
向は強い。

B社 国産果実は旬があるので良い。意識的に国産果実を使おうとしている。

C社
価格帯では外国産が有利だが、国産果実を使用する機会を増やした
い。

D社
国内にしかない果物を適量で食べたいというカットフルーツへのニーズが
存在する。
国産果実は季節感を出すため使用する。

百貨店 E社

安全・安心の面で国産果実が選ばれる傾向にある。
国産としての絶対的な価値（プレミアム感）が国産果実の販売が伸びて
いる要因。例えば、国産アボガドを販売したところ、消費者の期待を超え
ているということですぐに売れた。

果物専門店 F社
国産果実には美味しさと見た目を求めており、使いづらいことはない。百
貨店内の店舗では国産志向が強い。

コンビニエン
スストア

G社
国産果実が選ばれる理由には安全・安心を求めていることが多い。た
だ、国産果実だけでは消費者への訴求力が弱いのでブランドも大切。

H社 どこの企業でも国産を使用したいと思っているのではないか。

J社 国産果実を使ったカットフルーツは少ないため、商品の差別化に使える。

量販店

カットフルー
ツメーカー



 カットフルーツへの国産果物使用に向けた課題

- 安定した取引価格及び取引量の確保（事前に合意

した時期の確実な原料調達）

- 価格の高さ

- カットフルーツに適した果物が供給されること

・ 果肉に適度な硬さがあり、ドリップ（流出する液

汁）が少ないこと

・ 褐変が少ないこと

・ 簡便に皮むきやカットが可能なこと

- 県別の産地表示による管理コスト
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（詳細は、次頁表４）
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業種 企業 価格 量 時期 品質その他

B社 安定 安定 ドリップ、褐変の少なさ

C社 ドリップ、褐変の少なさ

D社 安定 安定
ドリップ、褐変の少なさ
適度な硬さ
糖度・食味の安定

百貨店 E社 安定 安定
ドリップ、褐変の少なさ
国産の優位性（安全性等）の確保

果物専門店 F社
ドリップ、褐変の少なさ
皮むき・カットの簡便さ

コンビニエン
スストア

G社
年間を通
じた安定

褐変の少なさ

H社 安定
調達期間の延長、
出荷時期の安定

県別の産地表示による管理コスト

I社 価格低下 安定 出荷時期の安定

J社 価格低下 出荷時期の安定

量販店

カットフルー
ツメーカー



 カットフルーツの需要は徐々に増加しており、
今後も伸びる可能性

 現在のカットフルーツは輸入果物が多いが、
国産果物をカットフルーツに利用したいという
意向は小売業者等には存在

小売業者・カットフルーツメーカーの観点から
は、様々な課題（安定的な取引量、取引価格、
低価格の原料供給、カットフルーツに適した品
種・品質の果物の提供等）への対応が望まれて
いる。
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